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要　旨

Microsoft社のOS（Operating System）であるWindows（注１）

の普及により，パソコンプラットフォームにおいて，Win

32API（Windows 32bit Application Program Interface）と

呼ばれるWindowsが提供するインタフェースを使用した

アプリケーションが作成されてきた。一方，UNIX（注２）OS

は，プロセッサ，メモリの拡張性が高く大規模システムに

向いており，Windows上で開発されたアプリケーション

プログラムをそのような大規模システムで使用するために

はUNIX環境に移植（Porting）する必要がある。

ところが，Win32APIはWindowsが提供するインタフェ

ースであるため，UNIX環境に移植するためには，プログ

ラムコードの大幅な修正が必要となり，開発コストを要す

るという問題があった。

そこで，Windows上の製品をUNIX環境に移植する開発

において，既存コードを極力再利用し，開発期間を短縮す

るために，Win32APIをUNIX環境上でエミュレートする

ライブラリを開発した。このライブラリは，Win32APIで

提供する機能をUNIX上で提供するライブラリである。

本稿では，Win32APIをUNIX上でエミュレートするた

めに開発したUNIX Porting Library，及びWindows上で

オブジェクトとして扱われているイベントなどを管理する

オブジェクト管理機能の仕組みについて述べる。また，実

際にWindowsからUNIXに移植を行ったアプリケーション

に対して，その効果を評価した結果についても述べる。

UNIXプラットフォーム 

Windowsプラットフォーム 

UNIXオペレーティングシステム 

UNIXシステムコール 

Win32API

UNIX Porting Library

アプリケーションプログラム 

アプリケーションプログラム 

オブジェクト管理 
クライアント 

オブジェクト 
管理サーバ 

Win32API

Windowsオペレーティングシステム 

Socket 
通信 

WindowsからUNIXへ 
アプリケーション 
プログラムを移植 

Windowsアプリケーションを 
スケーラブルな環境へ適用 

Win32APIを使用して作成されたアプリケーションプログラムをUNIX環境に移植する場合にWin32APIの機能をUNIX上でエミュレートす
るシステムを実現した。このシステムでは，UNIX Porting Library，及びオブジェクト管理機能の提供により，プログラムコードのオリジナ
ル部分には手を加えることなく移植を実現できる。

WindowsアプリケーションのUNIX環境への移植

＊三菱電機�情報技術総合研究所　＊＊三菱電機インフォメーションテクノロジー�

（注１） Windowsは，米国Microsoft Corp.の米国及びその他の国に

おける商標又は登録商標である。

（注２） UNIXは，米国The Open Groupの登録商標である。


